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編
集
後
記 

昨
年
の
改
選
で
は
大
変
御
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
お
陰
様
で
再
選
に
加
え

て
議
長
に
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
厚
く

熱
く
感
謝
で
す
。
選
挙
を
通
じ
て
改
め
て
雲

南
市
の
広
さ
、
特
に
周
辺
部
を
中
心
に
過

疎
・
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
実
情
を
体

感
し
ま
し
た
。
有
害
鳥
獣
被
害
も
深
刻
。
各

課
題
に
誠
実
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。
眞

 
 

 

二
十
一
年
度
一
般
会
計 

二
百
五
十
七
億
円 

 
 

交
流
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
は
可
決 

二
十
二
年
度
実
施
へ 

吉
田
町
田
部
家
・
そ
の
祖
を
紀
州
熊

野
の
田
辺
に
発
す
る
と
言
い
、
入
道

安
西
な
る
も
の
、
文
永
年
中
（
一
二

六
四
～
七
四
）
吉
田
に
移
っ
て
郷
長

と
な
っ
た
・
・
と
あ
る
。
そ
の
十
代

子
孫
・
彦
左
衛
門
が
寛
正
元
年
（
一

四
六
〇
）
神
夢
を
感
じ
て
砂
鉄
に
よ

る
鑪
（
た
た
ら
）
吹
き
の
製
鉄
を
始

め
た
の
で
こ
れ
を
田
邊
家
初
代
と

し
鉄
山
元
祖
と
称
す
る
。 

九
代
・
安
右
衛
門
の
時
、
田
邊
か
ら

田
部
に
改
め
、
十
代
の
時
松
江
藩
主

か
ら
「
長
右
衛
門
」
を
賜
り
以
後
「
長

右
衛
門
」
が
世
襲
さ
れ
て
い
る
。 

二
十
三
代
（
朋
之
氏
）
は
元
島
根
県

知
事
、
二
十
四
代
（
智
久
氏
）
は
山

陰
中
央
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
社
長
・
平
成

十
一
年
没
。
二
十
五
代
・
真
孝
氏
は

現
東
京
フ
ジ
テ
レ
ビ
勤
務
活
躍
中
。

「
田
部
長
右
衛
門
」
襲
名
は
未
定
。

代
々
田
部
家
に
伝
わ
る
行
事
に
「
餅

つ
き
」
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
・
年
末

二
十
八
日
、
田
部
家
関
係
者
が
集
い

に
ぎ
や
か
に
五
斗
五
升
の
餅
が
五

升
ず
つ
搗
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

皆
で
頂
く
田
部
家
の
「
小
豆
雑
煮
」
の

味
は
格
別
で
す
。
年
越
し
に
は
御
当
主

に
よ
っ
て
鏡
餅
・
豆
・
干
し
柿
・
栗
・

米
俵
等
が
飾
ら
れ
新
年
を
迎
え
ま
す
。

 

雲
南
総
合
病
院
を
市
立
化 
３
月
議
会
が
終
了
。
２
０
年
度
補
正

予
算
は
雲
南
病
院
負
担
金
２
・
２
億

円
等
増
減
で
総
額
２
９
５
億
円
余.

。

２
１
年
度
当
初
予
算
は
総
額
２
５
７

億
１
千
万
円
。
収
入
で
合
併
後
税
率

が
統
一
さ
れ
た
固
定
資
産
税
は
１
８

億
円
弱
、
市
た
ば
こ
税
は
１
億
７
千

万
円
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
が

７
百
万
円
弱
、
入
湯
税
２
百
万
円
、

主
財
源
の
地
方
交
付
税
は
１
３
５
億

円
余
で
昨
年
比
４
億
円
の
増
。 

支
出
で
は
土
木
費
２
２
億
円
の
内
、

市
道
改
良
費
４
億
円
。
み
と
や
っ
こ

祭
な
ど
各
地
域
毎
の
イ
ベ
ン
ト
補
助

金
は
百
万
円
に
統
一
。
負
担
金
で
は

消
防
組
合
へ
６
億
８
千
万
円
、
雲
南

病
院
へ
６
億
５
千
万
円
、
環
境
衛
生

組
合
へ
１
億
円
余
を
支
出
負
担
。 

条
例
関
係
＝
「
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
」

で
は
条
例
の
提
出
時
期
を
巡
っ
て
議

論
さ
れ
ま
し
た
が
来
年
の
実
施
ま
で

に
十
二
分
な
住
民
説
明
を
求
め
る
事

を
決
議
・
要
請
し
全
会
一
致
で
可
決
。

農
政
会
議
等
か
ら
強
い
要
請
が
あ
っ

た
「
雲
南
市
食
と
農
の
市
民
条
例
」

も
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

田
部
家
の
餅
つ
き 

雲
南
病
院
は
一
市
二
町
に
よ
る
一
部

事
務
組
合
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
は
交
付
税
だ
け
で
賄
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
平
成
十
九
年
度
、
種
々

の
要
因
で
二
億
円
の
不
足
。
二
〇
年
度

も
雲
南
市
か
ら
約
七
・
八
億
円
拠
出
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
二
十
年
度
に
雲

南
市
立
病
院
化
が
検
討
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
度
「
公
立
雲
南
総
合
病
院

あ
り
方
懇
談
会
」
、
市
当
局
、
病
院
で

検
討
の
結
果
、
移
行
時
期
を
平
成
二
十

三
年
四
月
、
運
営
形
態
を
「
地
方
公
営

企
業
法
全
部
適
用
」
方
式
。
基
本
方
針

に
①
医
療
の
充
実
②
高
度
先
進
医
療

機
関
と
の
連
携
強
化
③
健
全
経
営
な

ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
運
営
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
は 

①
事
業
管
理
者
を
置
く
こ
と
で
責
任

の
明
確
化
や
自
立
的
経
営
が
可
。 

②
予
算
、
人
事
権
の
付
与
で
組
織
・
職

員
の
弾
力
化
が
図
ら
れ
機
動
性
と
柔

軟
性
が
確
保
さ
れ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

移
行
ま
で
２
年
間
。
病
院
組
織
の
見
直

し
、
何
よ
り
経
営
の
健
全
化
と
医
師
・

看
護
師
確
保
。
対
応
が
急
が
れ
ま
す
。

 

長老・江角さんの名調子「田部餅
つき歌」に合わせて「ヨイショ・
ヨイショ！」のかけ声と共に搗か
れます。正面右２５代・真孝氏。

 

費
用
対
効
果
？ 

工
事
凍
結 

国
道
５
４
号
三
刀
屋
地
内 

突然の工事凍結報道に困惑 
移転が完了し、工事再開が待
たれる５４号線の拡幅 

３
月
３
１
日
付
け
の
新
聞
に
国
道

５
４
号
三
刀
屋
地
内
の
工
事
凍
結

が
報
じ
ら
れ
地
元
に
大
き
な
波
紋

が
広
が
り
ま
し
た
。
見
直
し
の
方

法
と
さ
れ
た
費
用
便
益
比
と
は
人

や
車
両
の
時
間
価
値
を
基
準
に
し

た
計
算
方
法
で(
走
行
時
間
の
短
縮

走
行
経
費
の
減
少 
交
通
事
故
の

減
少
）
の
３
つ
を
対
象
に
し
て
見

直
し
た
も
の
で
す
。
ま
さ
に
効
率

の
み
。
こ
の
方
法
だ
と
交
通
量
の

少
な
い
田
舎
の
道
路
な
ど
は
改
良

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
今
回
も
北

海
道
や
高
知
な
ど
過
疎
地
域
が
凍

結
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り

の
視
点
や
災
害
時
の
緊
急
道
路
と

し
て
の
機
能
な
ど
地
域
の
実
情
を

考
慮
し
た
決
定
を
要
望
し
早
期
の

再
開
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
次
期

会
議
は
未
定
も
６
月
頃
開
催
か
。 

 


